
20 320 320 320 320 0
回

356 0 - - - - -

5052  不登校児童生徒解消対策事業

担当者会議の実施回数
3

3 3 3 3 3 3 3
回

3 0 - - - - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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前期基本計画 平成２７年度 施策方針書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０２ 学校教育の充実
０２ 豊かな人間性や社会性の育成

学校教育指導課長  泉澤　毅

 自他の生命の尊重、思いやりの心、郷土・滝沢の自然、伝統文化、食文化等を学ぶことで培われる郷土愛などの児童生徒

の「豊かな人間性や社会性の育成」は、道徳の時間をはじめ、各教科、総合的な学習の時間、復興教育など、あらゆる教育

活動において育むことが大切です。

　また、児童生徒が生き生きと生活するためには、学校生活における友人関係や学業不振等で学校不適応・不登校に陥らな

いよう学校、家庭、関係機関が連携を図り、日々の学校生活が楽しく、充実したものとなるよう手立てを講じる必要があり

ます。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮

ら

し

１年間無欠席の児童生徒の割合

1 42 42 42 43 43 -
％ 41.8

- - - - - △3,483.3

幸

福

仲の良い友達の数

2 6.5 7 7.5 8 8.5 -
人 6.06

- - - - - △248.4

平成26年度
平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

1689  総合的な学習の時間推進事業

外部講師派遣人数（講師謝金支払分）
1

50 50 50 50 50 50 0
人

93 0 - - - - -

3227  国際理解推進事業

小学校訪問回数
2

320 3



策

適応・不登校児童生徒

の

の出現を可能な限り抑

実

えるために、早期発見

現

、組織的対応、家庭や

に

関係諸機関との連携充

影

実

をこれまで以上に進

響

めていくことが大切と

す

考えます。

(３) 基

る

本計画内方針及び平成

社

27年度重点課題に基

会

づく優先順位の考え方

環

　日々の学校生活にお

境

いて、子どもたちが生

変

き生きと生活する姿の

化

実現のためには、学校

(

教育活動全体の中で自

３

己肯定感の

育成を大切

)

にしていくことが大切

 

であると考えます。

　

基

そのうえで、日々の看

本

取りを充実させ、学校

施

不適応・不登校児童生

策

徒の解消に向け、取組

と

を充実させていく必要

の

がありま

す。

関連性

３．施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｃ 最終更新日：平成27年04月02日 2頁

前期基本計画 平成２７年度 施策方針書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０２ 学校教育の充実
０２ 豊かな人間性や社会性の育成

学校教育指導課長  泉澤　毅

　「全国学力・学習状況調査」の人間としての心のありように関する児童生徒の意識調査によれば、「今住んでいる地域の

政

行事に参加している」

 

、「地域や社会で起こ

 

っている問題や出来事

 

に関心がある」などの

 

項目で望ましい傾向が

策

見られます

。

　一方、

:

「自分には良いところ

基

がある」、「先生はあ

本

なたの良いところを認

施

めてくれていると思う

策

か」の項目で、全国を

:

下

回る傾向がみられ、

施

自己肯定感を持たせる

 

ことに課題が見られま

 

す。

　東日本大震災か

 

らの教育の復興に向け

 

た取り組みが今後も重

策

要であり、子どもたち

:

が生き生きと生活しな

施

がら、復興に貢

献でき

策

るような将来を担う人

担

材育成が大切です。そ

当

のために、道徳教育、

職

復興教育等、あらゆる

・

教育活動を通して豊か

氏

な人

間性や社会性の育

名

成が目指されなければ

２

ならないと考えます。

．

　基本施策「学校教育

施

の充実」は、知・徳・

策

体の調和のとれた人間

の

形成を目的として推進

実

されます。本施策の豊

現

かな人間性

や社会性の

に

育成は、「徳」にあた

向

る施策であり、基本施

け

策の目標達成に資する

て

ものと捉えられます。

の

　自他の生命の尊重、

現

思いやりの心、郷土・

状

滝沢の自然、伝統文化

を

、食文化等を学ぶこと

認

で培われる郷土愛など

識

の児童生徒

の「豊かな

す

人間性や社会性の育成

る

」を道徳の時間をはじ

(

め、各教科、総合的な

１

学習の時間、復興教育

)

、市教育振興運動など

 

、あらゆる教育活動に

施

おいて育むことを目指

策

します。

　また、児童

目

生徒が生き生きと生活

標

するためには、学校生

の

活における友人関係や

進

学業不振等で学校不適

捗

応・不登校に陥らな

い

状

よう学校、家庭、関係

況

機関が連携を図り、日

分

々の学校生活が楽しく

析

、充実したものとなる

(

よう手立てを講じてい

２

きます。

(２) 基本

)

計画内の取り組みと方

 

針のうち、平成27年

施

度の重点課題
　学校不



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)

様式Ｃ 最終更新日：平成27年04月02日 3頁

前期基本計画 平成２７年度 施策方針書

０５ 一人一人が学ぶよろこびを実感できるまちを目指します
０２ 学校教育の充実
０２ 豊かな人間性や社会性の育成

学校教育指導課長  泉澤　毅

1544  スクールカウンセラー設置事業

202 199 1.5 202 202 202 808

1689  総合的な学習の時間推進事業

553 614 △9.9 553 553 553 2,212

1720  就学指導事業

234 232 0.9 232 232 232 930

3207  学校教育指導事業

4,701 4,519 4.0 4,701 4,701 4,701 18,804

3227  国際理解推進事業

9,954 9,954 0.0 9,954 9,954 9,954 39,816

5052  不登校児童生徒解消対策事業

2,198 2,200 △0.1 2,198 2,198 2,198 8,792

5582  特別支援教育支援員設置事業

25,653 25,408 1.0 25,653 25,653 25,653 102,612

10823  あったかハート支援員設置事業

4,279 4,225 1.3 4,279 4,279 4,279 17,116

11979  滝沢市小中学校復興教育支援事業

1,165 2,208 △47.2 1,165 1,165 1,165 4,660

13115  社会科副読本改訂事業

3,267 0 皆増 0 0 0 3,267

13531  岩手県道徳教育推進事業

202 0 皆増 0 0 0 202


